






要約:7327 名の使用済み新生児濾紙血を用いてセルロプラスミン(CP)の測定を行なった。

測定は出光興産中央研究所より供与されたキットを使用し、冷牟田らの方法に従った。標

準検体は濾紙血スタンダードを用いた。その結果 CP 濃度の平均値は、12.71±3.54mg/dl

であった。下位 2.5パーセンタイルの183 件について同一検体を用いて再測定を行なった

が低値のものはなく精密検査を必要とする陽性検体はなかった。本法によれば新生児濾紙

血を用いても血中 CP値は安定でありマス・スクリーニングは可能であると考えられた。


